
郡尤
家げ

今ピ
城∠
遺
跡

大
阪

。

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
高
槻
市
今
城
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
九
年

（昭
４４
）

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
阪
府
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
田
代
克
己

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代
前
期

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

郡
家
今
城
遺
跡
は
高
槻
市
の
ほ
ぼ
中
央
を
流
れ
る
芥
川
の
西
に
位
置
す
る
。

こ
の
地
域
は
摂
津
最
大
の
前
期
古
墳
群
で
あ
る
弁
天
山
古
墳
群
や
今
城
塚
古
墳
、

ま
た
、
芥
川
廃
寺
、
式
内
阿
久

刀
神
社
が
存
在
す
る
な
ど
、
古

く
か
ら
の
三
鳴
地
方
の
中
心
地

で
あ
り
、
嶋
上
郡
衛
に
比
定
さ

れ
る
郡
家
川
西
遺
跡
も
こ
の
地

帥

に
存
在
す
る
。
こ
の
遺
跡
は
郡

細

家
川
西
遺
跡
の
西
に
接
す
る
よ

僚

う
に
存
在
し
、
存
続
期
間
が
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
点
な
ど
か
ら
、

郡
衛
と
密
接
に
関
連
す
る
遺
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

調
査
は
大
阪
府
立
三
島
高
校
の
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
敷
地
内
の
北
東
寄
り

の
調
査
区
で
は
多
荻
の
掘
立
柱
建
物
や
井
戸
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
木
簡
は
調

査
区
の
北
端
に
存
在
す
る
井
戸
か
ら
出
上
し
た
。
井
戸
は
径

一
・
七
ｍ
の
円
形

の
掘
形
を
持
ち
、
底
部
で
は
曲
物
桶
数
個
を
使
用
し
て
井
戸
枠
と
し
て
い
る
。

木
簡
と
と
も
に
土
師
器
、
斎
串
が
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

鳥
取
部
□
六
人
部
子
□
日
日
口
　
　

　
　

（置
∀
岸受
∞
⇔も

９
　
関
係
文
献

高
槻
市
史
編
さ
ん
委
員
会

『高
槻
市
史
』
第
六

（
一
九
七
三
年
）（鷺

森
浩
幸
）
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